
今年の冬の寒さは厳しく多くの雪が降りました。また東北地方における大地震も

衝撃的なものでした。被災地また関係者の方々には心よりお見舞い申し上げます。

少しでも自分にできる事を実行することが大事な事だと実感しました。桜も開花

し、やっと春となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

 さて、皆さんは ALOHA という言葉をご存じですか？「こんにちは」というハワイ

の挨拶です。しかし、ALOHA は 5 つの意味の単語の頭文字からできているといわれ

おり、それぞれ Akahai：優しさと思いやり、Lokahi ：調和と融合、'Olu'olu：喜

びを持って柔和に、Ha'aha'a：謙虚な心、Ahonui：忍耐と我慢、という意味があり、

フラではこの ALOHAスピリットを大切にしていて、同じスピリットを持つ者同士、

世代や国をも超えて繋がりが生まれます（私事ですがフラを習っております…）。

ALOHA スピリットは何もフラやハワイに関わらず日々過ごしていく中で、また特に

人と関わる理学療法士である私達には少なからず共通するものがあるのではない

でしょうか。私達が理学療法を通じて出会う人々は数えきれません。その中に同じ

母校で学んだ者が集まる竹羽会という繋がりがあります。昨年からは学生会員とい

う在校生の会員も増え、府立大（もちろん看護大も医技短も）スピリットでの繋が

りはさらに大きなものとなっています。知らない人も多いし…などと今までなかな

か参加できなかった方も一歩踏み出してみませんか！？竹羽会総会や研修会への

多くのご参加を心よりお待ちしております。 

 

 

 

竹羽会 事務局長 赤井 友美（8 期生） 

              （奈良東病院） 
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日 時： 平成22年11月28日（日） 14：00～17：30 

場 所： 中之島サテライト 

講 師： 樋口 由美 先生 （大阪府立大学 総合リハビリテーション学部） 

参加者： 31名 

 

参加者：87名 

また、講義終了後に、樋口先生や母校の

先輩方とお話させていただく機会を設けて

いただきました。理学療法士となり一年目

で、まだまだ理学療法技術も社会人として

も未熟な私の日ごろの思いを聞いていただ

き、またそれに対して諸先輩方より的確な

アドバイスをいただき、私にとってとても

勉強になり、励みとなる充実した一日でし

た。 

最後になりましたが、今回講義していた

だいた樋口先生、ならびに研修会を開催し

ていただいた先生方に感謝いたします。 

 

竹内 麻菜美（府大 2期生） 

（適寿リハビリテーション病院） 

今回、母校の恩師である樋口由美先生に、「高

齢者の転倒」と題しご講義していただきまし

た。講義の中では、これまで樋口先生が高齢者

の転倒について研究してこられてきたことや、

この先研究しようと考えておられること、ま

た、今後の私たちに求めることまで、幅広くお

話していただきました。 

樋口先生は高齢者の転倒について、運動機能

の向上だけでなく、認知機能面にも着目され研

究されています。私自身、在学中は樋口先生の

ゼミで学ばせていただいていました。樋口先生

よりそのような考え方を教えていただいた時

は、転倒予防＝運動機能の向上と考えていた私

にとってとても衝撃的でした。しかし、高齢者

の転倒について認知機能に着目し研究を進め

ていく中で、認知機能の向上が転倒予防に関与

していることがわかり、新たな知識を広げるこ

とができました。また、現在高齢者の多い回復

期病院に勤務していることもあり、今回の講義

を受け、過去から最新の知見を知ることで、よ

り臨床的に高齢者の転倒について考えること

ができたと思います。今回の講義で得られた知

識を今後、患者様の治療に活かしていきたいと

考えています。 

研修会を終えて 
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「脳卒中患者の評価と治療」 
講師：山本裕子先生（森之宮病院 リハビリテーション部） 

 

前回の樋口先生に続き、今回は母校の卒業生の山本裕子先生に脳卒中患者の評価と治療につ

いて実技も踏まえて研修会をして頂けることになりました。1年目～4、5 年目を主に対象とし

た基本編を予定しています。臨床にでて、脳卒中の患者さんを担当することも多くあるかと思

います。講師の先生は卒業生でありますので質問などもしやすいことかと思います。 

是非、皆様のご参加をお待ちしております。 

申し込み方法等は、別紙研修会案内をご参照ください。 

学術部 杉山恭二 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部教授の史野根生先生のご退官にあたり、研修会の

講師としてご講演をお願いしております。詳細は、追って連絡させて頂きますが、日程・テー

マが決まっています。ご多忙のことと存じますが、多くの卒業生にお集まり頂けたら幸いです。 

 

日時：平成 23年 11月 26 日（土）15時～ 

テーマ：膝前十字靱帯損傷のリハビリテーション 

講師 小柳磨毅先生  司会 木村佳記先生 

テーマ：膝前十字靱帯損傷の診断と治療 

講師 史野根生先生  司会 小柳磨毅先生  

学術部 杉山恭二 
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 『竹内街道』では、会員の皆様からの投稿原稿を大募集しています。「こんな研修会に参加

してきました」「こんな勉強会をやってます」「今度、同窓会があります」などなど、内容、文

字数等問いません。会員に知らせたいことを何でも良いので広報部までお寄せください。 

次号は、平成23年秋頃発行予定です。投稿お待ちしてます！！  

広報部 藤堂 恵美子（9期生 巽今宮病院） 

E-mail：to_emk@yahoo.co.jp 
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 平成23年4月13日 

会員各位 

竹羽会 選挙管理委員会 

委員長 松本 圭司  

 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて、竹羽会役員選挙に関して下記のとおりお知らせいたします。 

 なお選挙は平成23年5月22日の定例総会において行いますのでよろしくお願い申し上げ 

ます。 

                                     敬具 

 

記 

 

1．立候補者名   

  会長候補 ：1名（定数1）  

  副会長候補：2名（定数2） 

  監査候補 ：2名（定数2） 

 

2．選挙投票日  平成23年5月22日（日） 

 

3．会長、副会長および監査について 

  いずれも定数と同数ですので、規約細則により無投票当選となります。 

 

4．立候補者の氏名および趣旨 

 

会長立候補者 1名 （定員1） 

 

○太田 幸子 5期生 国立循環器病研究センター 

 

これまで厚生部、学術部各部長を務め、また 2年間、竹羽会会長として務めてまいりまし

た。この間に、例年開いております卒後研修会の運営や各部局のマニュアル作成、予算決め

などの竹羽会自体の運営に加え、大阪府立大学 校友会との連携を一昨年前より行ってきま

した。年がたつにつれ竹羽会の会員数も年々増え、大きくなってきました。しかし、まだ会

の運営にあたっては、発展途上にあります。これまで先輩方から引き継いできたことを土台

として、今後さらに副会長や執行部など若い意見を統制しながら、竹羽会を発展させていき

たいと考えております。尽力を注いでまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 



 

 副会長立候補者 2名 （定員 2） 

 

○灰方 淑恵 7期生 藤本病院 

 

私は卒業以来竹羽会に長く関わり、書記、広報部、事務局と様々な部署に参加させて頂き

ました。特に広報部や事務局においては、業務の効率化やシステム化に重点を置き、竹羽会

の業務が円滑に実施できるよう努めてきました。また、この 2年は副会長を務めさせて頂き、

規約の改訂等の事業を実施することができました。今回、副会長に立候補させて頂き、竹羽

会運営に関わっていきたいと考えています。母校が 4 年制大学となったことで毎年より多く

の新入会員を迎えることになりました。ボランティアで運営されている竹羽会におきまして

は、執行部の負担も少しずつ大きなものとなっています。そこで、更なる業務の効率化をは

かり、全ての会員にとって参加しやすく、身近で価値ある会を目指していきたいと考えてい

ます。 

副会長という立場で会長を支えながら、竹羽会の更なる発展に寄与したいと考えておりま

すので、会員の皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

○河西 由喜 8期生 協和会病院 

 

私は 2007年度より学術部として、また 2009年度からは副会長として竹羽会執行部の活動

に携わる機会をいただきました。執行部の活動では在学中に出会うことのなかった先輩、後

輩の方々とも世代を超えてお仕事をさせていただく機会を得、たくさんの事を学びました。

チームの中でそれぞれの役割をその時々で判断して動くこと、計画的に物事をすすめる方法

など、日々の臨床業務でも役立つことばかりです。 

 たくさんの理学療法士養成校ができ、理学療法士の数も増えていく中で、会員の皆様とは

同じ学校の卒業生として結束をかため、共に勉強し成長したいと考えています。竹羽会の総

会や研修会で卒業生の方々と出会い、交流することを毎回楽しみにしています。そのような

場の提供を円滑にできるよう、微力ながら力を尽くしたいと思い、今回副会長に立候補致し

ました。よろしくお願い申し上げます。 

 

 

監査立候補者 2名 （定員 2） 

 

○山本 裕子 3期生 森之宮病院  推薦者：太田 幸子 他 4名 

 

○安藤 卓  4期生 大阪リハビリテーション専門学校  推薦者：太田 幸子 他 4名 

 

 

以上 
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竹羽会では、1年間で卒業生向けの研修会と外部の方々も含めた研修会及び執行部会(2～3

回)、広報誌の発行、卒業生への電報の送付などの活動を行っています。研修会を通して、卒

業生に知的財産を還元できることと先輩と後輩とのつながりを持ち続けていくことを目的と

しています。竹羽会の活動は、会員からの永久会費及び外部からの研修会参加費によって運営

されており、現在、活動の枠組みが出来つつある中で、年間予算案を立てることで継続した活

動を行っていきたいと考えています。 

現在、執行部の話し合いにはメーリングリストを用いて執行部員の交通費や軽食費を削減し

ています。また、卒業生の研修会参加費の軽減、交通の便が良く参加しやすいような研修会場

や使用料について検討してきました。これまでの活動を参考にして、各部の部長が年間予算案

をたてましたので、次回の総会までに会員の皆様にご確認して頂きたいと思います。 

部 主な内訳 予算 

学術部 
講師代、お車代、タクシー代、弁当代、接待費、 

備品代、研修会の交通費、施設利用料、茶話会費 
241,000円 

事務局 
執行部会の軽食代(2,500円)・執行部会の交通費

(10,000 円)×年 2～3回 
40,000円 

厚生部 
夏の研修会の講師の懇親会費(6,000円) 

府立大卒業式の際に贈る電報(2,000円) 
8,000円 

広報部 
広報誌印刷・広報誌発送 

（年 30部増刷と想定し、加算） 
140,000円 

財務部 払込票送付用の切手代 1,200円 

書記 特になし 0円 

その他 ホームページ管理料(10,000円) 10,000円 

年間予算（合計） 440,200円 

＊年間予算は、活動内容によって増減する場合があります。 

 ・振込手数料はまことに恐縮ですが 

 ご負担をお願いいたします． 

・必ず振込み者の氏名と期数を入れて下さい． 

例：「ﾘｶﾞｸ ﾊﾅｺ ｶﾞｸﾌﾞ1」「ﾘｶﾞｸ ﾀﾛｳ ﾌﾀﾞｲ2」 

・ATMからも振込みができます 

 （専用の用紙をお渡しします）． 

 

竹羽会「永久会費」に関するお問い合わせは

下記までお願いします． 

 財務部：植木 晶子(府大1期生)  

  （みどりヶ丘病院リハビリテーション部） 

 連絡先TEL：072－681-5717（代表） 

072－681-5975（リハ直通） 

 E-mail：rihabiri@midorigaoka.or.jp 

 竹羽会の運営は，会員の皆様から収めて頂

く会費によって支えられています．未納入の

方は是非ともお収め下さい．なお，会費は永

久会費で20,000円となっております． 

たいへん大きい金額ではございますが，勉強

会開催などの費用に割り当てる大切なお金

です．よろしくお願いいたします． 

 <郵便振替口座> 

振替口座：00910-7-223456 

加入者名：竹羽会 

･研修会場で直接納入して頂くことも 

可能ですので、よろしくお願い致します。 
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平成 23 年度定期総会開催のご通知 

竹羽会事務局長  赤井 友美 

拝啓 春暖の候、会員の皆様におかれましてはいよいよご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、当会平成 23年度定期総会を下記により開催いたします。今後の竹羽会について、会員

の皆様にご意見を頂ける良い機会になりますのでご出席いただけますようご案内申し上げま

す。出欠の状況を同封いたしましたハガキでご連絡いただけるようお願いいたします。今回は

第五号議案の卒後研修会についてのアンケートもハガキに記載して頂くようになっておりま

す。現在竹羽会では、卒後研修会を春・秋の年 2 回開催しておりますが、運営や参加人数の都

合上、年 1 回開催を検討しております。執行部だけではなく会員の皆様のご意見を反映し決定

したいと考えておりますので、ご返信よろしくお願いいたします。なお当日お差支えのある場

合は同封のハガキの委任状をご利用ください。賛否の表示とご捺印のうえ期日までにご返送い

ただきますようお願いいたします。 

敬具 

記 

日  時：平成 23年 5月 22日（日） 13：00～（12：45～ 受付開始）  

場  所：森之宮病院 2Ｆ ウッディホール 

審議議題：第一号議案 平成 22年度事業報告 

第二号議案 平成 23年度事業計画 

第三号議案 平成 23年度予算案 

第四号議案 人事に関する件 選挙について 

第五号議案 その他 卒後研修会の開催回数について 

締め切り：平成 23年 5月 6日（金）  

問い合わせ先：赤井 友美（8期生：奈良東病院 tomoa_a3335@yahoo.co.jp）      

以上 

 

 

研修会で初めて集合写真を撮りました。参加者が伝わりやすいのではないかと思います。

今年度は史野先生の講演を予定しております。皆様奮ってご参加ください！（藤堂） 

事務局：赤井 友美（8期生） 

 〒632－0001 奈良県天理市中之庄町 470 奈良東病院 リハビリテーション科 

TEL：（0743）65－1771  FAX：（0743）65－4157  E-mail：tomoa_a3335@yahoo.co.jp 

所属の変更等がございましたら，

こちらまでお知らせ下さい． 
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